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発達を学ぶということ、大学で学ぶという
こと
（平成27年度教育後援会優秀教育賞）
西垣　順子（大阪市立大学大学教育研究センター）
今年度、教育後援会から優秀教育章をいただくとい
う光栄に恵まれたが、率直に申し上げて私の教育実践
は凡庸なものだと思う。内容は古典的で、方法も（工
夫はしているつもりだが）きらびやかなものではない。
しかし、「学生が私の授業で学ぶこと」と「彼・彼女
らが自らの人生を生きること」の間にどのような繋が
りがあるのかということについては、私なりに真剣に
考えてきたつもりである。本稿ではその過程を振り返
りたい。
 1 ．発達心理学との出会いとその後
大学 1 年生の時、ピアジェという発達心理学の基盤
を築いた研究者が行った実験の映像を見た。 5 － 6 歳
の子どもの前で 2 つのコップにジュースを同量ずつ入
れ、子どもにも確認する。そしてその子の目の前で異
なる形の入れ物に片方のジュースを入れかえて「どっ
ちが多い？」と尋ねると、子どもは「こっち」と片方
を指し、理由を尋ねられると、「長いから」とか「太
いから」と答える。
当時の私は単純に驚いた。さらに不思議だったこ
とは、「ジュースを入れかえるだけでは量は変化しな
い」と教わるわけではないのに、通常は 7 － 8 歳には
誰もがそのことを理解することだった。さらに学ぶ
と、人間の発達は不思議に満ちていた。測定技術の進
歩によって新生児にも微弱な視力があることが明らか
になっているが、その視力は、腕に抱かれたときに抱
いてくれている人の目が見えるくらいの力である。「こ
れは生命の奇跡ではないか」と何度も感心した。
そうして私は発達心理学を専門に研究するように
なったのだが、教える立場になると、相手は発達心理
学を専門に学ぶ学生ばかりではない。冒頭のピアジェ
の話などは面白く聞いてくれるものの、「大学生が発
達心理学を学ぶ普遍的な意義とは何か」という問題に
向き合う必要性に迫られた。「将来の子育てに役立つ」
というのが最もありえそうな答えだが、親にならない
学生もいる。私自身も出産・育児とは縁のない人生を
生きている。では私にとって発達心理学を学び研究し
てきたことは、ただ自らの好奇心を満足させてきたこ
と以外に意味がなかったのだろうか、と己を振り返る
と、そんなことはないという確信がある。では、その
意義とは何だろうか？
 2 ．発達心理学の理論を教える
大学教員になって 5 年ほどの間、発達心理学の具体
的で最新の知見を授業で教えるようにしていた。例え
ば近年の測定技術の進歩は乳児の研究を飛躍的に進化
させており、その成果は学生の興味を引きやすい。授
業も盛り上がる。その一方で、それで本当に良いのか
と考えさせられる出来事が時々あった。それらを大ま
かにまとめると、「自分自身は『正しい発達の道』を、
正しく子育てすることも含めてこれからも歩んでいく
のだ」という学生の素朴な信念を、私の授業がむしろ
強めているのではないかということだった。実際の発
達の道はジグザグで多様だ。20年ほど発達研究をやっ
てきて感じることは、人は望んだようには生きられな
いし、子どもも望むようには育たないということで、
そしてそれでも人は生きていけるし、互いに支えあい
信頼しあうことができるということだ。私は学生に、
「理想的な人生」を歩むための知恵をつけて欲しいと
望んでいるのではなく、「自分の人生」を主体的に歩み、
また多様な他者の人生を互いに認め合い励ましあえる
ような視点を持って欲しいと考えた。それが発達を学
ぶことの普遍的な意義なのではないかと考えた。
そのように考えた末に、私は授業の内容と方法を
全面的に見直すことにした。人間の発達を受講生自
身の既存の観点とは異なる視点から観ることを促すた
めに、ピアジェ他 3 名の発達理論を、それを構築した
人々の生涯と時代背景を示しながら検討していくこと
にした。実際のところ、理論を学ぶのは簡単ではない。
毎年受講生から、「心理学の授業としてイメージして
いたものと違っていて面食らった」という感想を頂戴
する。だが、自らの発達観を相対化し、「正しい発達」
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先行研究はそうではないので、その知見を「誰が、い
つ、どこで、どのようにして」発見して発表したのか
を、その知見の内容とともに示さないといけない。だ
から、引用文献リストには「著者名、出版年、本のタ
イトル、出版社名」といった情報が必要になる4。
この説明はレポートを書くことの意味と方法に関す
るものだが、それらはほぼそのまま、大学で学ぶとは
どういうことかという問題につながっている。大学で
学問を学ぶことの意味は、学問することを通じて自ら
の世界観を相対化させて再構成することであろう。当
然ながら再構成された世界観は、その後の個人のもの
の見方、考え方や行動に影響していく（このことを発
達心理学という文脈に即して考えると、本節の冒頭で
のべた3点になる）。書くことはそれを確認する作業で
ある。
レポート執筆に関する上述の説明は、多くの受講生
（特に 1 年生）から新鮮さと納得感をもって理解され
るようだ。レポートを書くスキルを学ぶ機会に比して、
レポートとは何かを学ぶ機会は少なかったり、その機
会に遭遇していても学生に意識されにくいことが背景
にあると思われる。知識を完成されたものとして扱わ
ず、自らも主体的にその生産に関わるという姿勢は、
青年期に形成されていくと考えられるが、詳しい発達
プロセスは未解明なところが多い。今後とも授業で学
生と向かいあいながら、この謎に挑み続けたいと思う。
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という固定観念を揺さぶるにはこの方法が良いだろう
と考えている。
一方で、授業方法には工夫がいる。異なる文化と時
代に生きた研究者の視点に立つのは、時代背景等を言
葉で説明するだけでは難しいこと少なくない。そのた
め授業では、古いドキュメンタリー映画の視聴を取り
入れたり1、他の受講生の考えを可視化するためにク
リッカーをつかったりもしている。ただ、クリッカー
は数個の選択肢から答えを選ぶという方法しか採れな
いので、学生の発言を促す工夫は別途必要になる。日
本の学生の場合、学生が意見を言うのは難しい。その
ため、予め課題を出しておいて個々人に考えさせ、そ
の後に 4 人一組になって 5 － 6 分程度考えを出し合
い、その上でグループごとに話したことを発表してい
くというグループトークの手続きをとっている2。
 3 ．レポートを書く意義と方法を伝える、
大学で学ぶ意味を考える
このようにして授業実践を継続して考察しながら、
発達を学ぶということは「発達という概念を知ること」
「発達のメカニズムを知ること」「各時代・文化におけ
る発達の状況（歴史）を知ること」の 3 つからなると
いう結論を、現時点でひとまず得ている。これらにつ
いての理解は、学生たちが人として市民として、自ら
と自らにつながる全ての人の発達を守るために、日々
どう行動すべきかを示唆してくれるからである3。そ
してこの結論は、私が他方で考えてきた「大学で学び
レポートや論文を書くことの意義と意味」と重なりあ
うものにもなってきた
レポートの書き方、特に先行研究を引用・参照する
方法を説明する際に、私は学生に次のように説明をし
ている。大学において知識は常に更新され続ける未解
決の問題であり、学生（以下、「あなた」と二人称で
示す）もまた知識生産者である。あなた自身の視点か
ら、既存の知識の意味を再解釈し、それを表現するの
がレポートである。その際には、あなたが新しい知識
を生産する際に活用した既存の知識（先行研究の成果）
は何で、あなたが自分で考えたことは何なのかを明確
に区別しなければならない。また、あなたが考えたこ
とは「今、あなたが考えた」ということが自明だが、
